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最
もっと

も身近
み ぢ か

な恒星である太陽
たいよう

は、毎日
まいにち

同
おな

じ大
おお

きさと明
あか

るさで昇
のぼ

り、ずっと変
か

わりなく輝
かが

いているように見
み

え

ます。しかし、1600年代
ねんだい

の初
はじ

め頃
ごろ

の太陽黒点
こくてん

の観測
かんそく

や、1800 年代初頭
しょとう

のプリズム分光
ぶんこう

による太陽や恒星

の波長
はちょう

分布
ぶ ん ぷ

（スペクトル）観測と、構成
こうせい

元素
げ ん そ

によるスペクトルの違
ちが

いの発見
はっけん

などをきっかけに、太陽や恒星

の輝く仕組
し く

みの研究
けんきゅう

が進
すす

んだ結果
け っ か

、恒星は、その色
いろ

や温度
お ん ど

、大きさなどにより、いくつかの分類
ぶんるい

に体系化
たいけいか

さ

れ、また、それらの分類は互
たが

いに無関係
むかんけい

ではなく、ある分類に属
ぞく

する恒星は時間
じ か ん

経過
け い か

により別
べつ

の分類から変
へん

化
か

したものであると考
かんが

えられるようになりました。そして 1800年代中頃
なかごろ

には「恒星は不変
ふ へ ん

のものではな

く、星間
せいかん

ガスや塵
ちり

から誕生
たんじょう

し、少
すこ

しずつ変化し、やがて恒星としての変化の終末
しゅうまつ

を迎
むか

える」という「恒星

の進化
し ん か

」という理論
り ろ ん

が提唱
ていしょう

され、現在
げんざい

では定説
ていせつ

となっています。この進化の過程
か て い

は、生物
せいぶつ

が誕生、成長
せいちょう

し、やがて寿命
じゅみょう

を迎えて死
し

にゆく様
さま

と似
に

ていることから、「恒星の一生」と表現
ひょうげん

されます。 

恒星の一生は、恒星の色と絶対
ぜったい

等級
とうきゅう

、大きさ（質量
しつりょう

）などの違
ちが

いにより、生物と同様
どうよう

に成長（進化
し ん か

）の

過程や寿命の迎え方に違
ちが

いがあるとされ、例
たと

えば、太陽は「主
しゅ

系列
けいれつ

星
せい

」という種類
しゅるい

に分類され、色による区
く

分
ぶん

は金色
きんいろ

（又
また

は黄色
き い ろ

）で、誕生から約
やく

46億
おく

年
ねん

経過
け い か

していると考えられています。年齢
ねんれい

が 46億歳
さい

と聞
き

くと

寿命が近
ちか

いのでは？と心配
しんぱい

になりますが、現在
げんざい

は寿命のちょうど半分
はんぶん

程度
て い ど

の時期
じ き

とのことなので、当分
とうぶん

は安
あん

心
しん

して良
よ

さそうです。恒星の進化の詳
くわ

しいことは、次回
じ か い

以降
い こ う

で紹
しょう

介
かい

する予定
よ て い

です。 

 
 
 

こぐま座の尻尾
し っ ぽ

の先
さき

で輝くポラリスは、ラテン語
ご

で

「極
きょく

」を意味
い み

し、その名
な

のとおり天
てん

の北極
ほっきょく

に最
もっと

も近
ちか

い位置
い ち

にあるため、

北
きた

の方角
ほうがく

を示
しめ

す「北極
ほっきょく

星
せい

」とも呼
よ

ばれます。ただし、ポラリスが北極星に

なったのは西暦
せいれき

500年
ねん

頃
ごろ

からで、以前
い ぜ ん

はこぐま座β
ベータ

星「コカブ」が北極星

でした。これは、地球
ちきゅう

の地軸
ち じ く

が約
やく

26,000 年の周期
しゅうき

でゆっくりと方向
ほうこう

を変
か

える「歳差
さ い さ

運動
うんどう

」のためで、数千年後
すうせんねんご

の将来
しょうらい

はケフェウス座γ
ガンマ

星「エラ

イ」が北極星になると予想
よ そ う

されています。（詳
くわ

しくは第 672 号を参
さん

照
しょう

） 

ポラリスの見
み

かけの等級
とうきゅう

は２等星ですが、地球から約 448光年
こうねん

離
はな

れており、絶対
ぜったい

等級は－３.７、直径
ちょっけい

は

太陽の約 50倍
ばい

、質量は７倍と、明
あか

るく輝く非常
ひじょう

に大きな恒星です。ポラリスは、2006 年にハッブル宇宙
うちゅう

望遠鏡
ぼうえんきょう

により、主
しゅ

星
せい

A（ポラリス）と Aｂの連星
れんせい

の周
まわ

りを、８等星のＢ星が回
まわ

る三重
さんじゅう

連星であることが確
かく

認
にん

され、また、見かけの等級が時間
じ か ん

とともに変化する脈動
みゃくどう

変光星
へんこうせい

として、遠
とお

い天体
てんたい

までの距離
き ょ り

を測定
そくてい

するた

めの標
ひょう

準光源
じゅんこうげん

として用
もち

いられています。 

 
 
 
 

10 月 24日は上弦
じょうげん

過
す

ぎの月が土星
ど せ い

に近
ちか

づきます。明
あか

るい月に負
ま

けずに輝

く土星を観察
かんさつ

しましょう。27 日は「後
のち

の名月
めいげつ

（十三夜
じゅうさんや

）」。29 日の明け方

には部分
ぶ ぶ ん

月食
げっしょく

が起こり、日本
に ほ ん

全国
ぜんこく

で見られます。月食は月が地球の影
かげ

に入

ることで起こりますが、今回は月のほんの一部分
いちぶぶん

（食分
しょくぶん

約 0.13：月の直径
ちょっけい

に対
たい

する影の食
く

い込
こ

む割合
わりあい

）が欠
か

ける部分月食です。月が欠け始
はじ

めるのは４

時 34 分で、最も欠ける〈食の最大
さいだい

〉は５時 14分。その後、月は徐々
じょじょ

に地球の影から抜
ぬ

け出し、５時 53 分

に部分月食の終
お

わりを迎えます。また、月食の時にすぐ上で輝いていた木星
もくせい

とは、同日夜
どうじつよる

に東
ひがし

の空
そら

で並
なら

びま

す。満月はとても明るく、木星も強
つよ

く輝き、見
み

応
ごた

えのある光景
こうけい

です。ぜひ観察してみましょう。 

 

☆ 10 月のプラネタリウムの内容については、別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆☆ 

☆ プラネタリウムのお休み １０／１６(月)、１８(水)、２３(月)、３０(月) 

 

 

豊川市ジオスペース館 

星の名 ポラリス 
星  座 こぐま座 
明るさ 2.0等級 
距  離 448 光年 

★ １０月後半
こうはん

は月に注目
ちゅうもく

!! 

★ 恒星
こうせい

の一生
いっしょう

（進化
し ん か

） その１ 

★ こぐま座
ざ

α
アルファ

星
せい

「ポラリス」 

左写真 Credit: credit: NASA/ESA/HST, G. Bacon (STScI) 
ポラリスＡ 

ポラリスＡｂ 

ポラリス B 

星図はステラナビゲーター11 

を用いて作成 
29日 5:14 部分月食の最大 

地球の本影の輪郭 



 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 
                 

 

 

 

 

 

★  １０月下旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

 

★  宇宙ステーション (豊川での主なデータ  １０ /１５～３１ )  ※下記時刻は、予想値です 

  

◇ １０月２０日（金） [ 見やすさ ◎ ]  ０４：４９ 南西  ～  ０４：５５ 北東（ISS） 

◇ １０月２１日（土） [ 見やすさ ◎ ]  ０４：０３ 金星付近 ～ ０４：０６ 東北東（ISS） 

◇ １０月 2８日（土） [ 見やすさ ◎ ]  ０５：１６ 西南西 ～ ０５：２１ 東北東（CSS） 

◇ １０月３０日（月） [ 見やすさ ◎ ]  ０４：５１ 西北西 ～  ０４：５５ 東北東（CSS） 

 

 

 

 

 

１５日（日） ● 新月
しんげつ

 

２２日（日） オリオン座流星群
りゅうせいぐん

が極大
きょくだい

、 

🌓 上弦
じょうげん

 

２４日（火） 霜降
そうこう

、金星が西方
せいほう

最大
さいだい

離
り

角
かく

、 

 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）中国宇宙ステーション（CSS）は、明るい星

が動いているように見えます。飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

月と土星が接近
せっきん

 

２７日（金） 後
のち

の月（十三夜
じゅうさんや

） 

２９日（日） 部分
ぶ ぶ ん

月食
げっしょく

、〇 満月、 

月と木星が接近 
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